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あらまし：LMS上のテキスト教材を読み進めて学習を行う非同期型オンライン授業の問題点として，学
習モチベーションの維持が難しいことが挙げられる．本研究は，社会的存在感の醸成を図り，学習モチ
ベーションを向上させることを目的とする．社会的存在感を醸成する手段としてLMSに設置される質問
掲示板の利用に着目し，利用を促進する複数の機能を開発した．また，社会的存在感を評価する形容詞
対を用いたアンケートを実施した． 
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1. 背景 
　LMS(Learning Management System)を用いた非同期
型オンライン授業では，学習者は各々の都合の良い
時間と場所を設定して学習を行う．しかし，同じよ
うに学習を行っている人がいるというような他者の
存在感が得づらく，学習モチベーションの維持が難
しいという問題を生じている(1)． 
　同じように学習を行っている人がいるというよう
な他者の存在感は，社会的存在感として知られてい
る．社会的存在感は1976年にShortら(2)によって提唱
された概念で，「他者との相互作用において受容さ
れる他者の顕現性(Salience)の程度，またその相互
作用の結果として発生する対人関係の顕現性の程
度」と定義されている(3)．2003年にはGarrison・
Anderson(4)が，探求の共同体(Community of Inquiry)
において社会的存在感を学習共同体の基本的要素と
し，社会的存在感を高めることが学習意欲の向上な
ど学習の情意面に有効であるとした(3)．すなわち，
社会的存在感を醸成することにより，学習モチベー
ションを向上させることができると考えられる． 
　本研究では，非同期型オンライン授業における社
会的存在感の醸成の手段としてLMSに設置される質
問掲示板の利用に着目した．掲示板の利用が促進さ
れることにより，社会的存在感が醸成されるという
考えに基づき，利用促進を意図して複数の機能を実
装した質問掲示板を開発し，その評価を行った． 

2. 目的 
　本研究の目的は，LMSを用いた非同期型オンラ
イン授業において，質問掲示板の利用を促進するこ
とにより，社会的存在感の醸成を図り，学習モチ
ベーションを向上させることである． 

3. 質問掲示板の開発 
　本研究では，熊本大学の全学部1年生を対象とし
た必修科目である情報基礎の授業に導入することを
想定して質問掲示板を設計した．情報基礎では，授
業形式として，各学習者がLMS上に用意されている
テキスト教材を個別に読み進めて学習を行う非同期
型オンライン授業を採用している． 
　開発は，OpenForum(5)というMoodle(6)のアクティ
ビティプラグインをベースとしてソースコードの一
部を改変する形で行った．質問掲示板の利用促進を
意図して，ニックネーム機能，閲覧数表示機能，
good機能，関連投稿提示機能を実装した(図1)．
ニックネーム機能は，投稿者の表示名をニックネー
ムとする機能である．実名による投稿に心理的抵抗
を感じる人が投稿しやすくなることを意図して実装
した．閲覧数表示機能は，各スレッドページへの累
計アクセス数を表示する機能である．good機能は，
返信を含む各投稿に設置され，各学習者が役に立っ
たと感じた投稿に対してボタンをクリックすること
でgoodを押すことができる機能で，押されたgoodの
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数が表示される．閲覧数表示機能及びgood機能は，
他者から評価されることが投稿を行う理由になり得
ると考えて実装した．関連投稿提示機能は，最後に
goodを押した投稿に基づき，おすすめの投稿を提示
する機能である．goodの押下を別の投稿の閲覧につ
なげることを意図している． 
　加えて，質問掲示板のアクティビティプラグイン
とは別に，ブロックプラグインとして，投稿を表示
するブロックを実装した(図2)．Moodleのコース
ページにこのブロックを設置することにより，最後
にgoodが押された投稿を表示することができる．
コースページにおいて質問掲示板で活動があること
を示すことにより，利用のきっかけとすることを意
図している． 

 
図1:  スレッド一覧画面 

 
図2: コース画面 

4. 評価実験 
　情報基礎のコースから本研究の質問掲示板を利用
できるようにし，利用してくれた学習者にアンケー
トへの回答をお願いした．アンケートは，山田・北
村(7)の日本語表現を参考に，Gunawardena(8)の形容
詞対を日本語で表現した項目を用いて，否定的な形
容詞を1，肯定的な形容詞を5とする5段階評価のSD
法で作成した．アンケートに用いた17個の形容詞対
を表1に示す．なお，実験環境の都合上，図2に示す
ブロックは使用できなかった． 

表1: アンケートに用いた17個の形容詞対 

5. 結果・考察 
　アンケート結果としては，6名の17項目の平均値
が4.14程度となっており，全体として概ね肯定的な
回答が得られた．一方，同じ形容詞(言語は異なる)
を用いたGunawardena(8)の研究で得られている結果
について，1をポジティブとしていることを考慮し
て独自に計算すると，60名の平均値が3.48程度と算
出された．評価対象の形態等，実験の条件が全く違
うため参考程度に考える必要があるが，平均値で比
較した場合，本研究の方が良い結果を得ている． 

6. 結論・展望 
　アンケート結果から，本研究で開発した質問掲示
板の利用者にはある程度の社会的存在感が醸成され
ている可能性があると考えられる．今後は，より長
い期間で評価実験を行い，質問掲示板の利用促進と
社会的存在感の関係を実証することを目指す． 
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感覚的ではない-感覚的である みんなの - 個人の
つながりのない-つながりのある 冷たい-暖かい
興味を刺激しない-興味を刺激する つまらない-興味深い
対話的ではない-対話的である 魅力のない-魅力のある
機械のような-人間のような 活発ではない-活発である
ゆっくりである-すみやかである 信頼できない-信頼できる
威圧的である-威圧的ではない 難しい-やさしい
効率的ではない-効率的である 役に立たない-役に立つ
ありきたりである-変化に富んでいる
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